



















































































































伝い，CPR・ACLS に参加します。１日に一度は CPR の必要な患者が来る毎日で，多くの症例も見ること
ができ，様々な経験を積むことができました。その他，時間の空いた教授・レジデントの先生が学生にレク
チャーをしてくれます。レクチャー内容は，BLS・ACLS・模型による実習・中毒・心電図・電解質など
で，とてもよい勉強になりました。ACLS のロールプレイ等，実践に則した実習も経験できました。
最も感銘を受けた点は，学生は単なる見学ではなく，役割が与えられて構成員として扱われている点でし
た。実習期間は日曜日～土曜日と，学生不在の日がないように設定されています。１ターム２週間の実習は
１週目に夜勤帯（１８：００～翌９：００），２週目は日勤帯（８：００～１８：００）で行います。学生の時から夜勤
帯で実習できるシステムは有意義だと感じました。学生の課題
は，経験した症例の簡単なサマリーを１０症例分と１症例につい
てのプレゼンテーションです。その他，ミニレクチャーの課題
やロールプレイの練習などかなり忙しい内容でした。
救急実習中は，先生や友達との会話は主に英語ですが，患者
には一切英語は通じません。だからと言って何もできないので
は困るので，勉強した韓国語を総動員し，身振り手振りや日本
語英語混じりの韓国語，友達に教わるなどしました。全く分か
らなかった韓国語で，理解できる言葉が増えていくことはとて
も嬉しかったです。そういった苦労も，よい経験となりました。
７．その他
実習の合間に学園長の先生や Jo 先生をはじめ，沢山の方々と
お食事する機会をいただきました。韓国の医学生と交流できたこ
とも，とても楽しかったです。
休日には，大田から車で３０分～１時間ほど離れた百済の古都，
公州（コンジュ）に連れて行ってもらいました。百済の王族の墳
墓や古城建築を見たり，韓国で育まれた文化に触れることができ
ました。私は世界史が好きなのでとても嬉しかったです。日本国
内でも風土は多様であるので，数か所を見ただけで「韓国は～」
と総括することはできないと思いつつも，不思議なくらい日本と
似ている一面と全く異なる面の両方を垣間見ることができまし
た。友達となった医学生の子達も，外国人とは思えない瞬間がありました。文化によって考え方は影響され
るけれど，個人個人の考え方の方がずっと個性があるように思います。
また，自由な時間がある時はできるだけいろいろなものを見たいと街を出歩きました。大田の街はとても
広く，ビルの立ち並ぶオフィス街や，飲食店や個性的なお店の多い地域，デパートなどがある中心街があり
ます。川沿いの道は散歩道になっていて散策にも良い都市でした。面白いなと感じたのは，日本より広告が
大々的だったり露店が多かったりすることや，大陸的な面と日本と似た風景が入り混じっていたことです。
いつも当たり前だと意識もしていなかった日本での常識が必ずしも絶対ではないように感じ，世の中には私
の知らない世界がたくさんあって，可能性に満ちていると実感しました。
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８．さいごに
言葉だけでしか知らなかったことを，自分の目で見て体験することは何物にも代えがたい価値がありま
す。確かに言葉の問題やためらう要素はそれぞれあるはずですが，後輩の皆さんにもぜひこのような機会が
あれば参加してみてほしいと思います。
今回の交換留学で，行く前に想像していたよりずっと楽しく充実した毎日を送れました。実習を通して医
療は世界共通だということを実感し，英語に関してもっとできるようになりたいと以前より強く思うように
なりました。短い期間でしたが，素晴らしい友人を得，本当にいろいろな面で大きな影響を受けました。こ
のような経験をさせていただいたことに心から感謝しています。今後も，忠南大学と富山大学間での学生交
流がますます盛んになっていくことを願っています。
※諸経費
交通費，移動費：７万
（ゴールデンウィーク中の出発となってしまったため，航空券が高くなってしまいました）
宿泊費：なし
食費：１万円以内
富山大学から補助金をいただける制度もあります。書類申請が必要なので，学生課に問い合わせてくだ
さい。
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